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研究成果の概要（和文）： ２０世紀文学は多様な文芸思潮を生みだしたが、その全体の俯瞰を
可能とするような創作意識を見出すことは可能だろうか？ 本研究はこの作業を、多彩な時間
意識の表現、とりわけ年代順の時間の流れとは異なる、さまざまな時間意識の表現という視点
から分析しようとするものである。登場人物の人格の崩壊、物語の破壊という既存の形式の否
定とみえるものの根底に、実際には人間に対する変わらない関心、他者のために苦しむ力があ
り、それが新たな創作意識へと向かう力学の一端を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：20th century literature has produced many literary forms. Is it possible to find 

a notion that would be common to all of them? Our project is to show that time consciousness at large 

(chronological consciousness and others) may be the key to understand the coherence of the literature of 

this period. At the very bottom of the negation of existing forms (such as the end of the traditional 

character or the destruction of the narration), literature has always been a testimony of human capacity 

to sympathize with others or suffer for them, which is an unparalleled source for the renewal of creation. 
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１．研究開始当初の背景 

 われわれは現在、時間に対する感覚が大き
く変わりつつある時代を生きている。近代を
支配してきた、過去から現在を経て未来に向
かうという直線的な時間感覚は確実に変容
しつつある。文学においても、１９世紀のフ

ランス文学では、なによりも年代順の時間の
流れが重要であったが、２０世紀文学におい
ては、個人の独自性に焦点を当て、その個人
の生涯をたどるような書き方は解体され、単
純な年代順の時間に還元できないさまざま
な時間のあり方が表現されるようになった。
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本研究はその時間表現の多様性を追求する
と同時に、その作業を通して、その根底にあ
る「文学」概念の変容を明らかにすることを
目指すものである。 
 研究の背景には、申請者が研究代表者を務
めた「フランス文学における時間意識の変
化」（基盤研究(B) 平成 16〜18 年度）での研
究の進展がある。この研究の出発点には、現
代における時間感覚の変化があった。絶え間
ない革新という幻想を可能としてきた、過去
から未来へと直線的に流れる時間という近
代に特有の時間感覚は、さまざまな局面でゆ
らいでいる。そのようなゆらぎを、中世から
現代にいたる時代の変遷のなかに位置づけ
ようと試みたのがこの研究である。とりわけ
近代文学に関しては、〈前衛〉と〈後衛〉と
いうこれまでの研究の枠組みそのものの再
検討をおこなった。これまでは、文学に対す
る見方そのものが一種の進歩史観の影響を
受けていて、それ以前になかった形式の発明、
それ以前になかった表現に可能性の開拓が
高く評価されてきた。しかし、同時代の意識
の中では〈古くさく〉感じられた〈後衛〉の
作品であっても、生きる時間の感触を確かに
伝えてくるものには、何度でも蘇る力が認め
られる。逆に〈前衛〉の活動においては、過
去の形式の破壊という魅力的な所作を超え
て、一人の人間が生きる、矛盾した世界の総
体を伝える力がなければ、その世界は忘れら
れてしまう。〈前衛〉という言葉そのものが
体現しているように、近代は伝統の否定を大
きな原動力とする時代であった。オクタビ
オ・パスが指摘するように、近代は「断絶の
伝統」という、過去の否定そのものを伝統と
するという矛盾を生きてきた。それでも、も
っとも新しいものが、直ちに無限の遠い世界
に遠のいてしまう世界は確実に変化し、いま
や求められているものは時代の変化を超え
て生き延びてきた価値の再評価ではないだ
ろうか。 
 この問題について共同で研究したパリ第
８大学のウィリアム・マルクス教授が示して
いるように（『２０世紀における〈後衛〉た
ち』『文学の終焉』）、〈前衛〉と〈後衛〉とい
う枠組みの再検討は、文学が現在置かれてい
る状況そのものへの考察につらなっている。
１９世紀初め、それ以前のレトリックの伝統
を基盤に、定まった主題について書く「文芸」
から、作家や詩人の独創性を打ち出す「文学」
へと移行することで始まった近代文学は、い
ま確実に曲がり角を迎えている。それがどの
ような形で変化しつつあるのかという点に
ついて、「フランス文学における時間意識の
変化」では、十分に研究することができなか
った。今回は２０世紀を中心に時間意識の探
究を研究することで、近代文学がたどってき
た変遷を大きく俯瞰する視点を形成するこ

とを目指した。 
 

 

２．研究の目的 

 年代記的な時間の流れとは異なるどのよ
うな時間意識が、２０世紀文学に見られるの
か。また、そうした多様な時間意識を俯瞰す
ることを可能とするような視点はあり得る
のか。──この疑問を明らかにすることがわ
れわれの研究の目的である。 
 ここで問題となるのは、ベルクソンの『時
間と自由』『物質と記憶』、プルーストの『失
われた時を求めて』といった、過去から未来
へと直線的に流れる時間とは異なった時間
感覚を全編にわたって追求する作品だけな
のではない。シュルレアリストたちもまた、
日常を超えた不可思議な次元を垣間見る一
瞬を求めつづけ、その閃光のような美を組織
的に生活の中に現出させることを目指した。
２０世紀後半に独自の進展を遂げる自伝に
ついても、シュルレアリスム・文化人類学・
精神分析という多様な根を綜合して独自の
自伝世界を創りだしたミシェル・レリスの
『遊びの規則』、自分の体験だけではなく、
父親や祖先の体験をも取り込み、きれぎれの
記憶と感情の断片をつなぎ合わせて作られ
るクロード・シモンの『アカシア』など、単
純なクロノロジーに還元できない形での創
造が行われている。年代記的時間とは異なる
時間意識は、実に多様な現れ方をしているの
である。 
 では、２０世紀フランス文学において、具
体的にどのような時間意識が描かれたの
か？ それらの時間意識の探究は、どのよう
な作品形式を産みだしたか？ 本研究では、
具体的に次の三点に焦点を当てて課題の検
討を行う。 
 
① どのような時間意識が描かれてきたのか、
その意識がどのような作品形式を産みだし
てきたのかを、二十世紀文学を対象に徹底的
に検討する。ロラン・バルトの写真論などの
ように、小説、詩、エッセー、哲学などの分
類に対応しない、ジャンル分けを横断する作
品も積極的に研究の対象とする。 
② とりわけ、「自伝」と呼ばれる形式の可能
性を、虚構作品にまで範囲を広くとって分析
する。ここで問題となるのは、「自伝」形式
そのものの研究ではなく、時間意識の多様性
という視点である。虚構を視野に収めること
で、時間意識がどこまで創造性に関わってく
るかという点を確かめることを目指す。 
③ 二十世紀文学を大きく捉えるとき、〈前
衛〉〈後衛〉とは異なったどのようなパース
ペクティブが可能かを明らかにする。この課
題は「文学」という概念そのものの再検討を
ふくんでいる。今回の研究では、十九世紀初



 

 

頭における「文学」概念の生成そのものには
重点を置かない。どのような文学概念が終焉
しつつあるのか、書くという行為へのどのよ
うな考え方が台頭しつつあるのかを明らか
にすることを目標にする。 
 
 学術的な特色は、個人の独創性、新しい形
式、伝統の否定といった、近代において重要
性を増した諸価値を批判的に検討し、〈後衛〉
に押し込められることで十分に評価されな
かった流れに光を当てることを目指す点に
ある。それは逆に、〈前衛〉のなかで命脈を
保っている時間意識にも新たな照明を当て
ることになるだろう。こうした視座から「文
学」概念の変容を明らかにすることに、本研
究の意義がある。時代がどのように変わって
も、人間の人間に対する興味は変わらないし、
それを何らかの形で言葉にしようとする衝
動も衰えることはない。われわれは今後、ど
のような考えを背景に、この書くという活動
をつづけていくのだろうか？ 
 

 

３．研究の方法 

 文学研究の基礎をなしているのは、テクス
トの系統的な読解、重要なテクストの選択、
選択されたテクストの重層的な解釈という
工程である。本研究においても、この基礎的
な研究に十分な時間とエネルギーをかける
ことが、結局は研究を進展させる大きな力と
なることは間違いない。文学研究の本義は、
言うまでもなくテクストの可能性を汲み尽
くそうと努力する点にある。テクストはある
深い亀裂から生じてくるものであり、どのよ
うなテクストも、それが検討の対象となる強
度を備えたものであれば、すでに知られてい
る知識や構造に容易にはおさまらない、ある
危機的な状況を体現している。その危機が、
２０世紀という極めて近い過去においてど
のような歴史的コンテクストに位置づけら
れるのか、そしてその危機からどのような新
たな作品創造がおこなわれたのか、さらには
その結果、「文学」という概念がどのように
変容していったのかを分析する過程が、われ
われの研究のもっとも基本的な作業となる。
この問題意識を出発点として、研究分担者間
の間で頻繁に情報交換をおこなう。さらには
狭義の文学作品だけにとらわれず、文化史に
関する研究書や時間に関する哲学的文献に
も積極的にあたってゆく。分野を超えた研究
の総合をおこなってゆくために、それぞれの
専門分野の研究者からレクチャーを受ける
ことも重要となる。 
 同時に、これまでの研究の枠組みを再検討
し、「文学」概念そのものの変容への考察を
積み重ねてゆくために、研究分担者による研
究会だけではなく、関連分野で研究をつづけ

る国外研究者にも、積極的に情報の交換を働
きかける。具体的には、パリ第１０大学のウ
ィリアム・マルクス教授、ソルボンヌ大学の
ミシェル・ジェルティ教授、グルノーブル大
学のジル・フィリップ教授、テル・アヴィヴ
大学のシルヴィオ・イェシュア名誉教授など
と緊密な連絡を取り合い、研究会や講演会を
開催する。実際、イェシュア教授には 2008
年 6 月 10 日、次第に重要性が認められるよ
うになってきた〈後衛〉作家ジャン・ポーラ
ンについて講演してもらい、マルクス教授に
は 2009 年 7 月 6 日レオナルド・ダ・ヴィン
チがヴァレリーやフロイトといった一九世
紀末から二十世紀初めの作家・哲学者に及ぼ
した影響に関する講演、翌日 7 日にはヴァレ
リーに関するセミナーをおこなってもらい、
日本滞在中には何度も情報交換の機会を設
けた。 
 こうして得られた知見は、普段の基礎的な
作業に活かされ、研究をさらに推進する力と
なった。 
 

４．研究成果 

 研究代表者・研究分担者があげた成果は多
岐にわたるため、個別の研究成果については
それぞれの研究発表を参照していただきた
い。ここでは、今後の研究につながる視点の
形成を可能とした研究に焦点を絞って報告
する。 
 その意味でとりわけ注目すべきは、中地義
和による発表「現代性とメランコリー──変
容するパリのボードレール」である。現代性
は絶え間ない革新の美学だという偏見が、こ
れまでの文学研究にはあった。しかし実際に
は、「現代性」という概念を確立した詩人ボ
ードレールにおいてさえ、それは「メランコ
リー」に結びついていた。この点は２０世紀
に入ってからも変わらず、シュルレアリスム
も前衛の運動というよりは、古びたもののな
かにある革新的な力を解き放つ運動だった
というベンヤミンの見解がその本質を射貫
いている（塚本昌則「『シュルレアリスム宣
言』とテスト氏──ヴァレリーとブルトンを
めぐって」；「シュルレアリスム的視覚体験と
は何か」（鈴木雅雄・齊藤哲雄との鼎談））。 
 また、中地義和、野崎歓、畑浩一郎、研究
代表者がおこなった旅に関する一連の研究
は、他の科研費研究との関連で行われてもい
るという側面もあるが、本研究にも十分なイ
ンパクトをあたえた。文学の源泉は、小説の
登場人物の人格が曖昧になり、これまでの年
代記的時間の流れに従って語られる物語の
構造が破壊されても、それによって汲み尽く
されることなどないことが明らかになった
からである。異質な世界との接触、それによ
るさまざまな時間意識の発生、さらにはそう
した世界を語る言葉の、ある時には平凡な記



 

 

述、ある時には虚構と現実を織り交ぜた異様
な形式は、他者への興味がつねに文学を支え
続けてきたことを証明している。このことは
時代がどれほど移り変わろうと変化しない、
文学の強力な基礎となっている。 
 最後に、研究代表者の「二十世紀フランス
と死」は、一見個別の意識にとらわれ、袋小
路に陥っているように見える現代文学の登
場人物たちが、実際には死を乗り越える契機
をさまざまなもののうちに見いだしている
ことを明らかにした。死は終わりではなく、
何ものかの再生である──この視点は、さま
ざまな作家の作品の分析を通して、さらに展
開する必要があると感じている。 
 以上の諸研究から明らかになったことは、
「メランコリー」「死」「旅」「無意識」など
の文学上のトポスについてさらに分析を深
めることで、２０世紀フランス文学をさらに
包括的にとらえることが可能となるという
ことである。形式の多様性のもとに、繰り返
し文学が立ち戻る場所があり、その場所こそ
文学に新たな活力をあたえるのだ。フランス
文学は中世において他人のために苦しむ力
を見いだし、ルネサンスにおいて特殊な個と
しての存在を探求する愉しみを見いだした。
その時すでに問題となっていた「メランコリ
ー」などのトポスは、時代が変わっても相変
わらず文学生産を支える力となっていたの
である。したがって、われわれの次の問題は、
現代においてもなお活力を失わないトポス
が何であるかを調べ、それがどのような表現
形式をとっているのかを明らかにすること
である。 
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